



























































































































































































パー（GMS）の展開は、2014年 1 月にホーチミン市でオープンした 1号店「イオンモール・


























る。2016年時点で 1人当たりGDPの平均値は 2 ,200米ドルだが、ホーチミン市やハノイ市
に限定してみれば既に4,000 ～ 5 ,000米ドルに達しており、タイの水準に近づいている。そ
の中で、アジア資本を中心とする外資が大挙にベトナムの小売業に進出している。例えば、

















































































で SCの 2 号店となる「イオンモール・ジャカルタ・ガーデンシティ」を開業した。この
SCの特徴は、飲食とアミューズメント施設が主役ということである。フードコートやレス
トランなどの飲食関連はテナント全体の52％を占め、既に開業した SCの 1 号店に比べて
10％多くなっている。また、同 SCにはインドネシア初の国際基準のスケートリンクや北欧
17） 『日本経済新聞』2017年 9 月30日付。
図表 3　タンフーセラドン店月別来店者数の推移（2016年）図表 3 タン ラドン店月別来店者数の推移（2016 年） 
 
  出所：イオンベトナムの社会資料に基づいて作成。 
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18） 『日本経済新聞』オンライン、2018年 4 月27日付。
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